









　時は移り、2019 年 4 月に慶應義塾大学メディアセンター所
長に就任した。新システム稼働のわずか 5 か月前のことにな
る。したがって、2017 年 5 月のシステム共同利用についての




































　また、2 月 25 日に開催されたシステム共同運用記念シンポ
ジウムの様子から、今回の早慶の取り組みに対する図書館関
係者の関心が高いことも理解できた。（新型コロナウイルス感
染症の脅威が迫るなか、強力なリーダーシップを発揮されシ
ンポジウムを成功に導いた深澤前館長には、改めてお礼を申
し上げます。）今後、ポスト・コロナ時代においてこの流れが
どうなるかは予断を許さないが、早慶が協力して新システム
の日本語環境での使い勝手を良くしていけば、日本における
利用機関も増えていくに違いない。そして最終的には、この
流れを国際連携の可能性へとつなげていければと思う。
　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴うこの 4 月からの
キャンパス閉鎖は、大学図書館にとっても大きな試練となっ
た。その一方で、この異常事態により、電子資料の有用性が
これまでになくクローズアップされた。将来的にはこの分野
でもコンソーシアムのメリットを生かした早慶の協力がより
深まることを期待したい。
　とはいえ、図書館の利用がシステム上で完結してしまうの
もとても寂しい。図書館に自由に入れなかったことにより、
書庫を自由に歩き回ることのできるありがたさを再認識した
利用者は多かったのではないか。機を見てまた、早稲田大学
中央図書館地下の研究書庫を巡り歩いてみたいと思っている。
早慶システム共同運用への期待
須田　伸一 （慶應義塾大学メディアセンター所長）
